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文化観光課文化財係
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「
史し

跡せ
き
」
と
い
う
文
化
財

一
般
に
、
文
化
財
と

い
っ
て
も
そ
の
種
類
は

様
々
で
す
。
そ
れ
ら
は

有
形
文
化
財
、
無
形
文
化

財
な
ど
、
対
象
と
な
る
内

容
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
な
か
に
、
史
跡

と
言
わ
れ
る
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。
歴
史
的
に
有
名

な
人
の
お
墓
な
ど
も
あ
り

ま
す
が
、
主
と
し
て
過
去

に
存
在
し
、
現
在
は
ほ
と

ん
ど（
ま
た
は
何
も
）残
っ

て
い
な
い
場
所
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

有
形
文
化
財
の
仏
像
や
建

造
物
な
ど
の
よ
う
に
、
歴

史
を
実
感
す
る
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
史
跡
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
区
の
指
定
に
な
っ
た
も
の
に
、

「
中
川
船
番
所
跡
」（
大
島
9
―
1
）
が
あ
り

ま
す
。
船
番
所
は
、
中
川
と
小
名
木
川
が
合

流
す
る
北
側
に
、
幕
府
が
設
け
た
川
の
関
所

で
、
北
関
東
や
葛
西
方
面
か
ら
小
名
木
川
を

通
っ
て
江
戸
に
向
か
う
船
の
荷
物
改
め
を
行

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
す
ぐ
北
に
位
置
す
る

中
川
船
番
所
資
料
館
で
、
そ
の
歴
史
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
区
の
指
定
史
跡
と
な
っ
た
「
越
中

島
砲
台
跡
」
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
現
在
の

東
京
海
洋
大
学
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
内

に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
江
戸

湾
の
防
備
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
後
期
に
は
、

捕
鯨
船
な
ど
も
含
め
、
多
く
の
外
国
船
が
日

本
近
海
に
出
没
す
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
ペ
リ
ー
が
日
本
を
開
国
し
た
こ
と
は
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
幕
府
は

品
川
沖
に
台
場
を
築
造
し
ま
し
た
が
、
同
様

の
目
的
で
越
中
島
に
も
砲
台
を
築
造
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
砲
台
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
築
造
か
ら
1
5
0
年
余
の
時

を
経
て
、
昨
年
度
に
「
跡あ

と

」
と
し
て
区
指
定

の
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。

形か
た
ちは

残
っ
て
い
な
く
と
も
、
過
去
に
存
在

し
た
と
い
う
事
実
を
伝
え
る
こ
と
、
そ
こ
に

史
跡
の
文
化
財
的
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

詳
細
は
、
次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和2年度新指定文化財
越中島砲台跡

無形文化財公開事業
江東区伝統工芸展〜手仕事の魅力〜

資料紹介
絵葉書はウソをつく 2

鋳物師の世界を読み解く
鋳物師　釜六・釜七

「占風園四時勝概　画譜」に見る
大名庭園とその周辺②

江戸の町内探訪ミニ
深川と代地

新刊案内
『ゆこうあるこう こうとう文化財まっぷ』
『江東区文化財研究紀要　第21号』
『絵葉書で見る江東百景 大洪水―明治43年8月―』

江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長 佐々木正直：群馬
県立館林美術館特別館長）の答申を受け、新たに1件を指定し、1件
を登録しました。また、指定1件、登録1件を解除したため、登録文化財
の総数は昨年と同じ1061件となります。

越中島砲台跡越中島砲台跡
◆令和2年度新指定文化財◆

越中島炮台絵図（東京都立中央図書館特別文庫室所蔵）
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指
定
文
化
財

【
史
跡
】

越え
っ

中ち
ゅ
う

島じ
ま

砲ほ
う

台だ
い

跡あ
と

　
　
　

越
中
島
2
―
1

国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学

越
中
島
砲
台
は
、
江
戸
湾
防
備
体
制
の
一

環
と
し
て
築
造
さ
れ
た
砲
台
で
す
。
18
世
紀

末
か
ら
日
本
近
海
に
海
外
の
船
舶
が
来
航
す

る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
脅
威
を
感
じ
た
幕

府
は
さ
ま
ざ
ま
な
海
防
政
策
を
展
開
し
ま
し

た
が
、
そ
の
一
つ
が
江
戸
湾
防
備
で
す
。

ペ
リ
ー
艦
隊
の
来
航
に
際
し
て
、
羽
田
沖

ま
で
艦
隊
の
進
入
を
許
し
た
幕
府
は
、
江
戸

湾
内
の
防
備
と
し
て
品
川
台だ

い

場ば

の
建
設
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
薩さ

つ

摩ま

藩
士
が
イ
ギ
リ

ス
人
を
殺
傷
し
た
生な

ま

麦む
ぎ

事
件
の
賠
償
問
題
を

め
ぐ
り
、
文ぶ

ん

久き
ゅ
う

3
年
（
1
8
6
3
）
3
月
に

イ
ギ
リ
ス
軍
艦
が
横
浜
・
品
川
沖
へ
来
航
し

た
事
件
を
契
機
と
し
て
、
江
戸
湾
防
備
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小お

野の

友と
も

五ご

郎ろ
う

ら
に
よ
る
海
防
案
を
も
と
に
、
新
規
砲
台

11
か
所
の
築
造
等
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

越
中
島
砲
台
に
つ
い
て
は
、
築
造
の
た
め

の
石
材
の
伐き

り
出
し
か
ら
運
搬
ま
で
を
相さ

が

模み
の

国く
に

三み

浦う
ら

郡ぐ
ん

公く

郷ご
う

村む
ら

（
現
・
神
奈
川
県
横
須
賀

市
）
名
主
永な

が

嶋し
ま

庄し
ょ
う

兵べ

衛え

ら
が
請
け
負
い
、
相

模
国
お
よ
び
伊い

豆ず
の

国く
に

か
ら
石
材
を
伐
り
出
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。
元げ

ん

治じ

2
年
（
1
8
6
5
）

2
月
12
日
付
の
永
嶋
の
書
状
か
ら
、
同
日
ま

で
に
は
砲
台
の
石
垣
が
竣し

ゅ
ん

工こ
う

し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
新
規
築
造
が
計
画
さ
れ
た

砲
台
の
う
ち
、
竣
工
し
た
の
は
5
基
の
み
で
、

越
中
島
砲
台
は
江
戸
湾
防
備
史
上
、
最
後
に

竣
工
し
た
砲
台
群
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

砲
台
の
平
面
形
状
は
八
角
形
を
半
分
に

し
た
台
形
に
近
い
形
と
な
っ
て
お
り
、
陸
地

か
ら
南
西
方
向
の
海
面
に
突
き
出
て
い
ま
し

た
。
現
存
す
る
絵
図
か
ら
類
推
す
る
と
、
砲

台
の
最
大
幅
は
38
間け

ん

1
尺し

ゃ
く

2
寸す

ん

（
約
1‌

8
・

1
m
）
か
ら
39
間
3
尺
（
約
7‌

1
・
8
m
）

程
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
維
新
後
、
越
中
島
砲
台
は
明
治
政

府
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
。
越
中
島
は
陸
軍

の
練れ

ん

兵ぺ
い

場じ
ょ
うと

な
り
ま
し
た
が
、
明
治
24
年

（
1
8
9
1
）
に
練
兵
場
は
廃
止
さ
れ
、
同

32
年
に
陸
軍
は
越
中
島
の
用
地
を
引
き
払

い
、
跡
地
は
商
船
学
校
（
現
・
国
立
大
学
法

人
東
京
海
洋
大
学
）
な
ど
の
校
地
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
頃
の
工
事
に
よ
っ
て
越
中
島
砲

台
は
損
壊
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
越
中
島
砲
台
の
跡
地
と
み
ら
れ
る

範
囲
は
、
職
員
会
館
の
辺
り
か
ら
、
そ
の
周

囲
の
舗
装
道
路
や
芝
生
、
ポ
ン
ド
に
か
か
る

辺
り
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を

明
示
す
る
遺
構
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
当
地
は
江
戸
城
に
近
い
こ
と
か
ら
も

江
戸
湾
防
備
の
う
え
で
重
要
な
拠
点
の
一
つ

と
さ
れ
た
施
設
が
あ
っ
た
跡
地
で
あ
り
、
臨

海
部
と
い
う
江
東
区
域
の
特
性
が
表
れ
た
史

跡
で
す
。

　

登
録
文
化
財

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

相
撲
呼
出
し
裁
着
袴
製
作保

持
者　

山
口
由
紀

大お
お

相ず

撲も
う

の
呼よ

び

出だ

し
が
は
く
袴は

か
ま

を
製
作
す
る

和わ

裁さ
い

の
技
術
で
す
。
元
来
仕
事
着
で
あ
る
裁た

っ

着つ
け

袴ば
か
まは

、
一
般
の
袴
と
は
違
い
、
筒
が
き
わ

め
て
細
く
、
裾す

そ

ま
わ
り
が
一
幅
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
膝ひ

ざ

下し
た

を
紐ひ

も

で
結
び
、
コ
ハ

ゼ
を
用
い
て
ふ
く
ら
は
ぎ
に
ぴ
っ
た
り
と
密

着
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
腰
板
に
は
袴
を
贈お

く

っ

た
関
取
の
し
こ
名
が
刺し

繍し
ゅ
うさ

れ
て
い
ま
す
。

山
口
氏
は
、
和
裁
業
を
家
業
と
す
る
富
永

家
に
生
ま
れ
、
父
の
皓

ひ
ろ
し

氏
の
も
と
で
修
業
し

ま
し
た
。
現
在
、
裁
着
袴
の
製
作
は
山
口
氏

が
一
手
に
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　

指
定
解
除

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

手
描
友
禅�

保
持
者　

和
田
宣
明

　

登
録
解
除

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

刺
繍
（
化
粧
廻
し
）�

保
持
者　

関
谷
正
一

　

名
称
変
更

【
史
跡
】

曲き
ょ
く

亭て
い

馬ば

琴き
ん

誕
生
の
地

平
野
1
―
7
・
8
付
近

　

文
化
財
説
明
板
の
設
置

令
和
2
年
度
は
、
深
川
公
園
（
富
岡
1
―

16
）
に
あ
る
「
園そ

の

女め

歌か

仙せ
ん

桜ざ
く
ら

碑ひ

」（
①
）
と

「
園そ

の

女め

歌か

仙せ
ん

桜ざ
く
ら

之の

碑ひ　

昭
し
ょ
う

和わ

6
年
在ざ

い

銘め
い

」（
②
）

の
説
明
板
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
石

碑
は
、
江
戸
時
代
の
俳
人
度わ

た

会ら
い

園そ
の

女め

に
よ
っ

て
富
岡
八
幡
宮
境
内
に
植
え
ら
れ
た
36
株
の

桜
の
こ
と
を
、
今
に
伝
え
る
も
の
で
す
。
な

お
、
昭
和
6
年
の
石
碑
の
題
字
は
、
最
晩
年

の
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

が
書
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
重

じ
ゅ
う

願が
ん

寺じ

（
猿
江
1
―
11
―
15
）
境

内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
史

跡
説
明
板

「
関せ

き

根ね

正し
ょ
う

二じ

墓は
か

」
に
つ
い

て
は
、
内
容

を
一
部
改
め

ま
し
た
。

●①

●②



無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展
〜
手
仕
事
の
魅
力
〜

江
東
区
伝
統
工
芸
展
〜
手
仕
事
の
魅
力
〜

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
5
月
27
日（
木
）〜
5
月
30
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄大江戸線
　「清澄白河」駅下車　A3出口　徒歩3分
●都営バス門33系統 「清澄庭園前」下車　徒歩3分
●都営バス秋26系統 「清澄白河駅」下車　徒歩4分

会場・深川江戸資料館への交通

実演公開日程表
日程 技術 保持者
5/27

（木） 午
前

刀剣研磨 臼木良彦
べっ甲細工 磯貝　實
江戸切子 小林淑郎

午
後

建具 友國三郎
襖榾・椽 鈴木延坦
木彫刻 渡邉美憲

5/28
（金） 午

前

帯製作 杉浦正雄
建具 友國三郎
無地染 近藤良治

午
後

相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
染色補正 丸田常廣
無地染 近藤良治

5/29
（土） 午

前

茶の湯指物 山田一彦
木彫刻 渡邉美憲

更紗染 佐野利夫
佐野勇二

午
後

襖榾・椽 鈴木延坦
すだれ製作 豊田　勇

更紗染 佐野利夫
佐野勇二

5/30
（日） 午

前

相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
帯製作 杉浦正雄
表具 岩崎　晃

午
後

刀剣研磨 臼木良彦
茶の湯指物 山田一彦
表具 岩崎　晃

（順不同・敬称略）
※都合により変更する場合もあります。
　なお今回は体験を行いません。ご了承ください。

本
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
ま
た
は
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
場
さ
れ
る
際

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
、
検
温
等

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。体
調
の
す
ぐ
れ
な
い

方
は
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
江
東
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
文
化
財
係

ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
江
東
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://w
w

w
.city.koto.lg.jp/　

【
文
化
観
光
課
文
化
財
係
】

電　

話 

０
３（
３
６
４
７
）９
８
１
９

F
A
X 

０
３（
３
６
４
７
）８
４
７
０

3

今
回
で
40
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
伝
統

工
芸
品
の
展
示
、
伝
統
技
術
を
受
け
継
ぐ
区

無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
を
行
い
ま

す（
左
日
程
表
参
照
）。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
演
時
間
（
2
時
間
30
分
）

〈
午
前
の
部
〉
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

〈
午
後
の
部
〉
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨年の様子（相撲呼出し裁着袴製作）

建具 帯製作



絵
葉
書
は
ウ
ソ
を
つ
く 

2

〜
『
絵
葉
書
で
見
る
江
東
百
景 

大
洪
水
』番
外
編
①
〜

資料
紹介

4

当
文
化
財
係
で
は
、平
成
28
年
度
よ
り
『
絵

葉
書
で
見
る
江
東
百
景
』
と
題
し
、
当
係
で

収
集
し
た
、
近
代
の
江
東
区
域
の
写
真
を
用

い
た
戦
前
発
行
の
絵
葉
書
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
令
和
2
年
度
（
令
和
3
年
3
月
発
行
）

は
「
大
洪
水
―
明
治
43
年
8
月
―
」
を
刊
行

し
ま
し
た
（
8
頁
参
照
）。
今
回
、
こ
の
冊

子
を
編
集
す
る
際
に
対
象
外
と
な
っ
た
明
治

43
年
（
1
9
1
0
）
8
月
の
水
害
関
連
の
絵

葉
書
の
う
ち
、「
屋
上
生
活
」
と
題
し
た
も

の
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
〜
③
は
い
ず
れ
も
「
屋
上
生
活
」
と

タ
イ
ト
ル
に
書
か
れ
て
い
ま
す
（
発
行
元
不

明
）。
写
真
に
は
茅か

や

葺ぶ
き

屋
根
の
建
物
か
ら
の

び
る
庇ひ

さ
し

の
上
に
避
難
し
た
、
七
輪
で
炊た

き

出だ

し

を
す
る
褌ふ

ん

姿ど
し

の
男
性
、
煙き

管せ
る

を
吸
っ
て
い
る

半は
ん

纏て
ん

を
着
た
男
性
、
カ
メ
ラ
目
線
の
半
纏
を

着
た
男
性
の
3
名
の
人
物
が
見
え
ま
す
。
周

り
に
は
、
畳
や
小こ

箪だ
ん

笥す

・
長な

が

火ひ

鉢ば
ち

・
薬や

缶か
ん

・

桶お
け

・
食
器
類
（
徳と

っ

利く
り

・
碗
・
皿
）
な
ど
の
生

活
道
具
が
、
茅
屋
根
な
ど
に
は
濡ぬ

れ
た
た
め

か
衣
類
を
並
べ
て
い
る
様
子
が
窺う

か
が

え
ま
す
。

屋
根
か
ら
目
を
転
じ
る
と
、
地
上
部
分
は
浸

水
し
て
お
り
、
篭か

ご

や
木
材
が
浮
か
ん
で
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。

各
絵
葉
書
の
タ
イ
ト
ル
を
見
る
と
①
は

亀
戸
付
近
、
②
は
深
川
猿
江
町
付
近
、
③
は

本
所
押
上
付
近
（
現
墨
田
区
）
と
い
う
よ
う

に
、
撮
影
地
点
の
地
名
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ
て
、
実
際
の
撮
影

地
点
は
ど
こ
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧わ

き
ま

す
が
、
答
え
は
『
グ
ラ
ヒ
ッ
ク
（
東
京
水
害

画
報
）』
第
2
巻
第
8
号
（
有
楽
社
、
明
治

43
年
9
月
1
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真

（
④
）
に
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
に
は
「
本

所
業
平
町
附
近
4

4

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
町

の
隣
で
あ
る
押
上
と
書
か
れ
た
③
が
ほ
ぼ
正

解
で
、
①
・
②
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
以
外
に
、
み
な
さ
ん

す
で
に
お
気
づ
き
と
は
思
い
ま
す
が
、
④
と

比
べ
る
と
①
〜
③
は
反
転
し
て
い
る
た
め
、

裏
焼
き
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。
ち
な

み
に
こ
の
写
真
は
「
読
売
新
聞
」
明
治
43
年

8
月
14
日
付
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
月
13
日
ま
で
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
新
聞
掲
載
の
写

真
の
タ
イ
ト
ル
は「
屋
上
生
活（
洪
水
所
見
）」

と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
地
名
の
表
記
は

あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
43
年
8
月
の
水
害
に
関
す
る
絵
葉
書

は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
同
一
写
真
で

地
名
の
表
記
が
違
う
も
の
や
、
裏
焼
き
の
も

の
が
他
に
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
引
き

続
き
次
号
で
も
同
じ
よ
う
な
事
例
を
ご
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

①絵葉書
「屋上生活（明治四十三年八月帝都大洪水亀井戸附近ノ惨状）」

②絵葉書
「明治四十三年八月 深川猿江町附近ノ屋上生活」

③絵葉書
「明治四十三年八月 未曾有大洪水（本所押上附近之屋上生活）」

④「本所業平町附近の屋上生活は雨の日には上下の水攻めで大困り。」
（『グラヒック』第2巻第8号）



鋳
物
師
釜
六・釜
七

鋳い

物も

師じ

の
世
界
を
読
み
解
く

5

は
じ
め
に

釜
屋
堀
公
園
（
大
島
1
）
に
は
、「
釜
屋
跡
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
同
園
南
隣
に

は
、
釜
屋
を
屋
号
と
す
る
太
田
六
右
衛
門
家

（
釜
六
）
と
田
中
七
右
衛
門
家
（
釜
七
）
と

い
う
ふ
た
つ
の
鋳
物
師
の
鋳
造
所
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
釜
六
・
釜
七
、
の

傍
ら
の
川
筋
は
「
釜
屋
堀
」
と
俗
称
さ
れ
、

後
年
、
同
園
の
名
称
の
由
来
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
釜
屋
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

釜
六
・
釜
七
に
つ
い
て

『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
鋳
物
師
と

は
「
金
属
を
と
か
し
、
諸
種
の
型
に
い
れ
て
、

武
器
や
各
種
の
像
・
鏡
・
鍋
・
釜
な
ど
を
つ

く
る
工
人
」
で
す
。
歴
代
の
釜
六
・
釜
七
は
、

日
用
品
で
あ
る
銅
釜
類
を
製
作
し
、
後
に
梵

鐘
・
仏
像
・
天
水
桶
な
ど
を
多
く
手
が
け
ま

し
た
。

区
内
で
現
存
す
る
も
の
に
は
、善
徳
寺
（
三

好
二
）
に
、文
化
四
年
（
1
8
0
7
）
の
「
鉄

造
天
水
桶
」
が
あ
り
ま
す
。
天
水
桶
の
裏
側

に
は
「
太
田
近
江
大だ

い

掾じ
ょ
う

藤
原
正
次
」
の
銘
が

あ
り
、
釜
六
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

「
大
掾
」
と
は
、古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て

中
央
か
ら
地
方
へ
派
遣
さ
れ
た
国
司
（
行
政

官
）
に
与
え
ら
れ
た
官
職
で
、
上
か
ら
3
番

目
の
役
人
の
こ
と
を
示
し
ま
す
。
初
代
釜
六

は
、
延
宝
5
年
（
1
6
7
7
）
に
任
官
し
ま

し
た
。
以
降
、
釜
六
は
こ
の
称
号
を
銘
と
し

て
用
い
て
い
ま
す
。
官
職
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
朝
廷
よ
り
優
れ
た
職
人
と
し
て
認
め

ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
し
た
。

釜
七
の
作
品
に
は
、
お
さ
ん
稲
荷
（
牡
丹

1
）
に
、
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）
の
「
天

水
桶
」、
浅
間
神
社
（
亀
戸
9
）
同
33
年

（
1
9
0
0
）
の
「
天
水
桶
」
が
あ
り
ま
す
。

享
保
2
年
（
1
7
1
7
）、
釜
六
は
、
将

軍
（
吉
宗
）
の
江
東
方
面
へ
の
出
遊
の
際
に
、

炊
き
出
し
用
の
鍋
釜
の
用
意
を
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
際
に
、
釜
七
と
と
も
に
幕
府
よ

り
「
御
成
先
御
用
釜
」
を
任
さ
れ
、
寛
政

6
年
（
1
7
9
4
）
に
小
金
原
（
現
千
葉
県

松
戸
市
）
で
行
わ
れ
た
鹿
狩
の
際
に
は
、
狩

場
で
使
用
す
る
釜
の
供
出
が
命
じ
ら
れ
る
な

ど
、
幕
府
と
深
い
繋
が
り
を
も
ち
ま
し
た
。

両
家
は
、
長
者
番
付
で
あ
る
『
大
江
戸
豪

商
家
持
丸
長
者
鏡
』
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
、

家
業
は
盛
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
と
な

る
と
、
両
家
の
経
営
は
傾
き
、
ま
も
な
く
釜

六
は
廃
業
し
ま
し
た
。
一
方
、
釜
七
は
、
明

治
末
年
ま
で
存
続
し
ま
し
た
が
、
や
が
て
一

族
の
田
中
浅
右
衛
門
友
興
が
継
ぎ
、
屋
号
が

「
釜
浅
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
店
は
日
本

橋
小
網
町
（
現
中
央
区
日
本
橋
）
で
し
た
が
、

鋳
造
所
は
依
然
と
し
て
釜
屋
堀
に
あ
り
ま
し

た
。

辻
村
の
鋳
物
師

『
御
府
内
備
考
』
に
よ
る
と
、
釜
六
・
釜

七
は
、
近
江
国
栗
本
郡
辻
村
（
現
滋
賀
県
栗

東
市
）
の
出
身
で
、
寛
永
17
年
（
1
6
4
0
）

に
江
戸
芝
海
手
（
現
港
区
田
町
）
に
出
店
し

た
後
、
深
川
上
大
島
町
（
現
大
島
1
、
4
、

5
）
に
移
転
し
た
と
あ
り
ま
す
。

近
世
の
近
江
国
で
は
、
経
済
活
動
が
盛
ん

で
あ
り
、
商
人
が
全
国
を
移
動
し
て
商
売
を

行
い
ま
し
た
。
辻
村
の
鋳
物
師
は
、
関
東
・

東
海
地
方
を
中
心
に
出で

職じ
ょ
く（

自
宅
以
外
の
現

場
に
出
か
け
て
仕
事
を
す
る
こ
と
）・
出
店

し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
釜
六
・
釜

七
は
そ
の
代
表
と
言
え
ま
す
。

現
在
、
滋
賀
県
栗
東
市
に
鎮
座
す
る
井
口

天
神
社
に
は
、
元
禄
7
年
（
1
6
9
4
）
に

建
立
さ
れ
た
銅
製
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
同
社

は
、
辻
村
の
鎮
守
社
で
あ
り
、
円
超
寺
（
現

滋
賀
県
栗
東
市
）
と
と
も
に
鋳
物
師
の
信
仰

を
あ
つ
め
ま
し
た
。

鳥
居
に
は
、「
関
東
出
店
氏
子
中
」
と
し

て
59
名
の
鋳
物
師
の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

御
鋳
物
師
幷
大
願
主

田
中
七
右
衛
門
尉
藤
原
重
次

太
田
近
江
大
掾
藤
原
正
次

于
時
元
禄
七
甲
戌
歳
八
月
吉
祥
日

武
州
江
戸
於
深
河
作
之

こ
こ
か
ら
は
、
鳥
居
が
、
同
社
の
氏
子
で

あ
る
釜
六
・
釜
七
が
大
願
主
と
な
っ
て
、「
深

河
」（
深
川
）
で
鋳
造
さ
れ
た
後
、
同
社
に

運
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鳥
居
の
奉
納
は
、
釜
六
・
釜
七
を
は
じ

め
と
す
る
辻
村
出
身
の
鋳
物
師
が
、
他
国
へ

出
店
し
て
も
な
お
、
辻
村
や
同
郷
の
鋳
物
師

の
間
で
、
信
仰
を
通
じ
た
強
い
結
び
つ
き
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

今
回
は
、
釜
六
・
釜
七
に
つ
い
て
述
べ
て

き
ま
し
た
。
鋳
物
師
は
、
古
代
以
来
、
特
殊

技
能
を
持
っ
た
職
人
と
し
て
、
長
い
歴
史
を

有
す
る
存
在
で
す
。

こ
の
た
め
、
釜
七
の
後
を
継
承
し
た
釜
浅

家
に
は
、
こ
う
し
た
伝
統
を
背
景
と
し
た
史

料
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人

「東京深川釜屋掘釜七鋳造所」



6

「
占せ

ん

風ぷ
う

園え
ん

四し

時じ

勝
し
ょ
う

概が
い

　
画が

譜ふ

」に
見
る

大
名
庭
園
と
そ
の
周
辺
②

近
江
国
（
滋
賀
県
）
仁に

正し
ょ
う

寺じ

藩は
ん

1
万
7
千

石ご
く

の
市い

ち

橋は
し

家け

が
、
本
所
五
ツ
目
（
亀
戸
6
付

近
）
に
拝
領
し
た
下
屋
敷
に
占
風
園
の
雅が

名め
い

を
も
つ
庭
園
を
築
造
し
た
こ
と
は
、
本
誌

2
9
1
号
で
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
庭
園
を

文
化
9
年
（
1
8
1
2
）
に
描
い
た
も
の
が
、

「
占
風
園
四
時
勝
概　

画
譜
」（
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
）
で
す
。

庭
園
の
四
季
を
描
い
た
画
譜
の
夏
と
穐あ

き

（
秋
）
の
間
に
は
、
付
近
と
思
わ
れ
る
農
村

風
景
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
紹
介
し

た
通
り
、
田
植
え
や
苗
・
肥こ

え

運
び
の
様
子
、

あ
る
い
は
親
子
、
僧
侶
と
思
わ
れ
る
人
々
が

登
場
し
、
村
仕
事
や
村
を
取
り
巻
く
人
々
の

多
様
な
姿
を
窺
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
藩

の
お
抱
え
絵
師
か
否
か
、
詳
細
は
不
明
で
す

が
、
藤
原
祐
壽
な
る
人
物
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
こ
の
画
は
、
亀
戸
付
近
の
村
の
様
子
を
知

る
手
が
か
り
と
も
な
り
、
そ
の
意
味
で
貴
重

で
す
。
大
名
庭
園
の
四
季
を
描
く
こ
と
が
目

的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
村
の
全

景
、田
植
え
な
ど
の
農
作
業
風
景
、村
の
人
々

な
ど
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
本
稿
で
は
、
2
9
1
号
で
取
り
上
げ
な

か
っ
た
次
の
二
つ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
描
か

れ
て
い
る
耕
地
の
多
様
な
「
姿
」、
絵
の
上

部
に
描
か
れ
て
い
る
、
馬
を
引
い
た
人
物
に

つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
前
回
紹
介
し
た
内
容

も
含
め
、
江
戸
時
代
の
村
と
、
な
ぜ
こ
こ
に

描
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

耕
地
の
多
様
な
「
姿
」

江
戸
時
代
は
、
幕
府
・
大
名
・
旗
本
な
ど

の
領
主
が
村
を
支
配
し
た
社
会
で
、
村
は
領

主
に
年
貢
を
納
め
ま
し
た
。
そ
の
年
貢
を
納

め
る
た
め
、
村
人
は
農
業
に
関
わ
る
様
々
な

仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。
米
を
生
産
す
る
た

め
に
は
、
田
の
起
こ
し
返
し
に
は
じ
ま
り
、

育
て
た
苗
を
運
ぶ
、
そ
の
苗
を
さ
ら
に
成
長

さ
せ
る
た
め
肥
を
運
ぶ
な
ど
、
す
べ
て
人
力

で
行
っ
た
当
時
、
そ
れ
ら
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
絵
に
は
、
そ
れ
ら
の
仕し

事ご
と

振ぶ

り
が

描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
田
植
え
に
至

る
迄
の
田
の
段
階
的
な
様
子
が
確
認
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
絵
か
ら
窺
え
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
耕
地
の
様
子
は
、
次
の
三
つ
の
過
程

に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。ま

ず
、
代し

ろ

掻か

き
が
済
ん
だ
状
態
の
田
ん
ぼ

（
①
）、
複
数
人
で
田
植
え
を
し
て
い
る
田
ん

ぼ
（
②
）、田
植
え
が
終
了
し
た
田
ん
ぼ
（
③
）

が
そ
れ
で
す
。
た
だ
し
、
青
々
と
し
、
何
か

が
実
っ
て
い
る
様
子
を
描
い
た
④
に
つ
い
て

は
不
明
で
す
。
⑤
の
二
人
が
苗
を
植
え
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
田
植

え
が
済
ん
だ
田
ん
ぼ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

し
、
こ
の
部
分
に
は
稲
以
外
の
植
物　
（
麦

な
ど
）
が
植
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
1
枚
の
絵
に
田
植
え

の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
描
い
て
い
る
点
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
田
植

え
を
す
る
人
な

ど
、
描
か
れ
て

い
る
姿
を
見
る

と
、
多
く
の
人

が
頭
に
傘
（
菅

傘
か
）
を
被
っ

て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
見
落
と
し
が

ち
な
こ
と
ま
で
丁
寧
に
描
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
村
で
の
日
常
の
姿
を
詳
細
に
描
こ
う
と

い
う
絵
師
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
ま
す
。

村の風景（「占風園四時勝概　画譜」）国立国会図書館所蔵

村の風景（部分、以下すべて部分）田植え
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●③

●④

馬を引く人
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馬
を
引
く
人

続
い
て
、
絵

の
上
部
を
見
る

と
、
馬
と
馬
を

引
く
人
物
が
描

か
れ
て
い
ま

す
。
馬
は
、
前

足
を
曲
げ
て
描

か
れ
て
お
り
、

歩
く
様
子
に
も
細
か
い
描
写
が
見
て
取
れ
ま

す
。村

で
は
、
牛
や
馬
を
農
耕
等
で
使
役
し
ま

し
た
が
、
描
か
れ
た
田
の
様
子
か
ら
、
田
起

し
は
終
わ
っ
て
お
り
、
水
を
張
っ
た
の
ち
、

か
き
混
ぜ
る
代
掻
き
も
済
ん
で
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
馬
の
胴
回
り
に
何
か

巻
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
馬
は
農
耕
で

は
な
く
、
何
か
を
運
搬
す
る
た
め
に
引
か
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昔
は
、
馬
を

売
買
す
る
馬ば

く

喰ろ
う

と
い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

村
を
描
く
と
い
う
こ
と

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
来
で
あ
れ

ば
大
名
の
下
屋
敷
に
築
か
れ
た
庭
園
の
み
が

描
か
れ
る
対
象
で
あ
る
は
ず
が
、
そ
こ
に
現

在
の
亀
戸
辺
り
の
村
が
描
か
れ
て
い
る
こ
の

絵
か
ら
、
何
が
読
み
取
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

見
る
側
と
し
て
は
、
当
時
の
江
戸
近
郊
農

村
の
様
相
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
た
め
、

貴
重
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で

す
。
こ
の
絵
が
な
け
れ
ば
、
現
在
と
は
あ
ま

り
に
か
け
離
れ
た
、
2
0
0
年
ほ
ど
ま
え
の

付
近
の
村
の
様
子
な
ど
知
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
の
絵
は
大
変
有
益
な

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
も
、
農
業
等
に
関
わ
る
人
々
の
姿
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
農
作
業
な
ど
の
仕

事
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
天
秤
棒
で
苗
や
肥
を
運
ぶ

人
、
田
植
え
を
行
う
複
数
の
人
、
そ
の
人
々

に
食
事
を
持
っ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
親

子
。
こ
の
よ
う
な
一
つ
ひ
と
つ
の
場
面
に
も

村
の
日
常
の「
姿
」と
し
て
の
小
さ
な「
世
界
」

が
展
開
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
村
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る

と
い
え
ば
、歌
川
広
重
の
東
都
名
所
に
「
五
百

羅
漢
さ
ヾ
い
堂
」
と
い
う
錦
絵
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
江
東
区
大
島
に
あ
っ
た
五
百
羅
漢
寺

の
通
称
「
さ
ヾ
い
堂
」
を
描
い
た
も
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
農
民
ら
し
き
人
々
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
大
島
は
亀
戸
に
も
比
較
的
近
い

場
所
で
、
こ
ち
ら
も
江
戸
近
郊
農
村
と
い
え

ま
す
が
、
江
戸
名
所
の
「
さ
ヾ
い
堂
」
が
中

心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
村
を
描
い
た

も
の
で
は
な
い
と
言
え
、
そ
こ
か
ら
農
業
の

具
体
的
な
様
子
、
あ
る
い
は
村
の
生
活
を
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
な
ぜ
画
譜
に
村

の
様
子
が
描
か
れ
た
の
か
、
疑
問
は
深
ま
る

ば
か
り
で
す
。

「
占
風
園
」
が
あ
っ
た
付
近
は
、
現
在
「
占

風
園
跡
」（
史
跡
）
と
し
て
江
東
区
の
登
録

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
っ
た

庭
園
を
描
い
た
画
譜
に
、
全
く
異
な
る
「
世

界
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
何
を
物
語
る

の
で
し
ょ
う
か
。

領
主
が
愛
で
る
人
工
的
に
つ
く
ら
れ
た
庭

園
と
と
も
に
描
か
れ
た
、
生
産
・
生
活
の
場

で
あ
る
村
の
空
間
。
両
者
は
、
ま
っ
た
く
対

照
的
な
「
世
界
」
と
い
え
ま
す
。

領
主
の
生
活
と
は
異
な
る
「
世
界
」
が

誰
の
求
め
で
描
か
れ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

馬を引く人

田植え

苗を運ぶ

橋を渡る親子

肥を運ぶ

村の風景

東都名所　五百羅漢さざい堂（国立国会図書館所蔵）
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『
ゆ
こ
う
あ
る
こ
う 

こ
う
と
う
文
化
財
ま
っ
ぷ
』

区
内
の
文
化
財
や
史
跡
を
紹
介
す
る
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
ま
し
た
（
第
4
版
）。
区

内
の
名
所
を
描
い
た
錦
絵
や
写
真
、
絵
図
な

ど
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
江
東
区
の

文
化
財
め
ぐ
り
に
か
か
せ
な
い
1
冊
で
す
。

『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
　
第
21
号
』

江
東
区
の
歴
史
・
文
化
財
の
研
究
や
報
告

を
内
容
と
す
る
雑
誌
で
、
論
考
（「
江
戸
前
」

に
関
す
る
一
考
察
）、
研
究
ノ
ー
ト
（
近
世
・

近
代
に
お
け
る
砂
村
（
町
）
の
民
間
信
仰
）、

史
料
紹
介
（
明
治
四
十
三
年
八
月
水
害
に
関

す
る
一
史
料
）
の
3
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
絵
葉
書
で
見
る
江
東
百
景

大
洪
水
―
明
治
43
年
8
月
―
』

本
書
は
、
教
育
委
員
会
で
収
集
し
た
戦
前

の
絵
葉
書
を
通
し
て
、
本
区
の
近
代
の
景
観

を
知
っ
て
い
た
だ
く
シ
リ
ー
ズ
の
第
5
集
で

す
。
今
回
は
明
治
43
年
8
月
に
起
き
た
水
害

に
関
す
る
絵
葉
書
（
亀
戸
駅
、
天
神
橋
通
り
、

天
神
橋
、
亀
戸
天
神
社
、
小
名
木
川
、
木
場
）

を
取
り
上
げ
ま
す
。
以
上
の
ほ
か
、「
明
治

43
年
8
月
の
水
害
」（
4
〜
7
ペ
ー
ジ
）で
は
、

水
害
の
発
生
か
ら
東
京
市
域
の
被
害
状
況
、

救
護
活
動
な
ど
参
考
図
版
を
交
え
な
が
ら
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

［
頒
布
場
所
］
文
化
観
光
課
文
化
財
係
（
区

役
所
4
階
）、
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
同
2
階
）、
芭
蕉
記
念
館
（
常
盤
1
）、

深
川
江
戸
資
料
館
（
白
河
1
）、
中
川
船
番

所
資
料
館
（
大
島
9
）、
深
川
東
京
モ
ダ
ン

館
（
門
前
仲
町
1
）
※
紀
要
は
除
く

［
問
合
せ
］
文
化
観
光
課
文
化
財
係

T
E
L
（
3
6
4
7
）
9
8
1
9

幕
末
期
に
描
か
れ
た
江
戸
切
絵
図
の
う

ち
、「
本
所
深
川
絵
図
」
に
は
多
く
の
代
地

が
確
認
で
き
ま
す
。
代
地
は
、
町
の
一
部
が

幕
府
の
御
用
地
と
な
り
召
し
上
げ
ら
れ
る

と
、
そ
れ
に
代
わ
る
土
地
と
し
て
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
深
川
に
、
そ
の
代
地
が
多
く
見
ら

れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

江
東
区
は
、
亀
戸
北
部
の
一
部
を
除
き
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
に
埋
め
立
て
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
町
が
成
立
し
た
の

ち
、
幕
府
は
各
所
を
御
用
地
と
し
て
召
し
上

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
利
用
を
行
い
ま
し
た
。

一
つ
の
例
と
し
て
佐
賀
町
（
現
佐
賀
付
近
）

を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

佐
賀
町
は
、
深
川
猟
師
町
八
ケ
町
の
う
ち

に
属
し
た
町
で
、
寛
永
6
年
（
1
6
2
9
）

に
成
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
寛
永
18
年

（
1
6
4
1
）
に
は
町
の
西
側
に
広
大
な
木

置
場
が
成
立
し
（
の
ち
元
木
場
）、
堀
割
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
上か

み

ノの

橋は
し

」

「
中な

か

ノの

橋は
し

」「
下し

も

ノの

橋は
し

」
が
架
け
ら
れ
ま
す
が
、

60
年
後
の
元
禄
14
年
（
1
7
0
1
）
に
木
置

場
は
さ
ら
に
東
へ
移
転
（
木
場
4
・
5
付
近
）

し
た
た
め
、
上
ノ
橋
は
現
在
の
清
澄
と
佐
賀

の
間
に
場
所
を
変
え
、
地
面
を
掘
削
し
た
の

ち
、
新
た
に
架
橋
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
掘
削

し
た
土
地
と
そ
の
南
に
あ
っ
た
中
ノ
橋
、
下

ノ
橋
の
水
路
拡
張
に
伴
い
消
滅
し
た
土
地
に

対
し
、
2
ヶ
所
の
代
地
が
町
に
与
え
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
上
ノ
橋
は
、
現
在
の
仙
台
堀
川
が

隅
田
川
と
合
流
す
る
地
点
に
架
け
ら
れ
た
橋

で
、
隅
田
川
手
前
ま
で
堀
割
が
存
在
し
、
合

流
部
分
の
み
土
地
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、

隅
田
川
と
結
び
つ
け
た
こ
と
で
、
物
資
の
運

搬
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
幕
府
は
、

佐
賀
町
東
側
の
広
大
な
元
木
場
を
町
場
と
し

て
開
発
し
、
そ
の
東
に
新
た
な
木
置
場
を
設

け
た
の
で
す
。

深
川
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
清
住
町
代
地

（
2
ヶ
所
）、
大
島
町
代
地
、
黒
江
町
代
地
な

ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
も
、
開
発
地
深
川
の
特
質
の
ひ
と
つ

と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）
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